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10
月
27
日
の
任
期
満
了
を
も
ち
ま
し
て
、
田
中
秀

典
市
長
が
４
期
16
年
に
わ
た
る
市
長
職
を
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
。�

　
今
回
の
特
集
は
、
田
中
市
長
に
在
任
中
の
16
年
間
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
思
い
な
ど
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。�
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16
年
間
の
主
な
出
来
事�

　
顧
み
ま
す
と
４
期
１６
年
、
市
長

の
座
を
汚
し
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
幸
い
に
い
た
し
ま
し
て
無

事
退
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ひ

と
え
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、

深
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
現
在
、
地
方
自
治
を
め
ぐ
っ
て

大
き
な
動
き
が
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
分

権
改
革
が
行
わ
れ
、
介
護
保
険
な

ど
の
新
政
策
分
野
で
の
分
権
化
は

進
み
ま
し
た
が
「
三
位
一
体
の
改

革
」
は
正
念
場
を
迎
え
、
混
迷
を

深
め
な
が
ら
議
論
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
推
進
の
動

き
、
更
に
は

｢

道
州
制｣
と
い
っ

た
地
方
制
度
全
体
を
揺
る
が
す
よ

う
な
改
革
や
、
改
革
論
議
が
こ
の

時
期
に
集
中
し
て
巻
き
起
こ
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な「
時
代
の
変
わ
り
目
」

を
認
識
し
な
が
ら
、市
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

市
政
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
１６
年
間
に

わ
た
り
ま
す
ご
支
援
、ご

協
力
に
重
ね
て
感
謝
の
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
ま
た
、
新
市
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
発

想
に
よ
り
、
環
境
文
化

都
市
の
推
進
、
市
民
福

祉
向
上
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願

う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

退
任
す
る
に�

　
　
あ
た
っ
て�

田中市長から新市長へ託す�

田中市長16年を語る�

　
　
　
　 

内
　
　
容�

市
長
選
挙
、
田
中
市
長
初
当
選�

第
１
回
ア
フ
ィ
ニ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催�

美
術
博
物
館
開
館�

柳
田
國
男
館･

日
夏
耿
之
介
記
念
館
開
館�

飯
田
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ

ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ
）
竣
工�

松
尾
公
民
館
竣
工�

北
方
地
区
区
画
整
理
事
業
竣
工�

座
光
寺
児
童
セ
ン
タ
ー
竣
工�

飯
田
市
斉
苑
火
入
れ
式�

飯
田
駅
改
築�

川
路
・
龍
江
・
竜
丘
地
区
治
水
対
策

事
業
起
工�

ほ
っ
と
ら
い
ん
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
サ
ー
ビ
ス
）
開
始�

か
な
え
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設�

県
営
飯
田
弓
道
場
竣
工�

新
し
尿
処
理
場
処
理
棟
投
入
・
火
入

れ
式�

市
長
選
挙
、
田
中
市
長
再
選�

新
飯
田
市
立
病
院
完
成�

上
郷
考
古
博
物
館
開
館�

上
郷
町
と
合
併�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
飯
田
荘
開

所�いい
だ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設�

三
遠
南
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
サ
ミ
ッ
ト
開

催�三
遠
南
信
道
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
開
通
式�

飯
田
市
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
山
本
公

民
館
・
支
所
）
竣
工�

飯
伊
広
域
行
政
組
合
発
足�

今
田
人
形
の
館
完
成�

市
高
齢
化
率
２０
％
超
え
る�

阪
神
・
淡
路
島
大
震
災
発
生�

北
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設�

竜
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設�

ア
ク
ア
パ
ー
ク
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
竣
工�

風
越
登
山
マ
ラ
ソ
ン
７
年
ぶ
り
に
復
活�

矢
高
調
理
場
完
成�

市
長
選
挙
、
田
中
市
長
３
選�

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
、
長
野
県
飯
田
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館�

川
路
寮
改
築
↓
ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路�

市
制
施
行
６０
周
年
式
典�

市
民
バ
ス
運
転
開
始�

か
わ
じ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
設�

飯
田
駅
前
広
場
整
備
事
業
完
成�

風
越
山
麓
公
園
完
成�

第
１
回
飯
田
市
藤
本
四
八
写
真
文
化
賞

授
賞
式�

緑
ヶ
丘
中
学
校
竣
工�

南
信
州
広
域
連
合
発
足�

療
育
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
完
成�

り
ん
ご
並
木
整
備
事
業
竣
工�
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１６
年
と
い
う
歳
月
を
考
え
て
み

ま
す
と
、
私
が
市
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
昭
和
６３
年
に
小
学
校
に

入
学
し
た
子
ど
も
さ
ん
が
中
学
、

高
校
と
進
み
、
今
年
度
大
学
卒
業

を
迎
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

時
の
流
れ
の
速
さ
に
い
さ
さ
か
の
感

慨
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。�

　
今
後
は
人
生
の
大
学
院
に
入
学

を
し
た
つ
も
り
で
、
改
め
て
人
生

を
見
つ
め
直
し
ま
す
と
と
も
に
、

市
政
を
温
か
く
見
守
っ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。�

　
「
１０
年
の
計
は
樹
を
植
え
る
に

あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
政
策
の
実
現
は
例
え
て
み
ま

す
と
木
を
植
え
て
育
て
る
よ
う
な
、

地
道
で
息
の
長
い
仕
事
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
今
は
植
え
た
木
々
が
枝
葉

を
繁
ら
せ
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。�

　
そ
れ
ら
が
大
木
に
育
ち
、

市
民
み
ん
な
が
そ
こ
に
集

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
人
も
自
然
も
美

し
く
、
輝
く
ま
ち
飯
田
「
環

境
文
化
都
市
」
が
実
現

い
た
し
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。�

　
学
生
時
代
か
ら
私
の
好

き
な
ラ
グ
ビ
ー
は
、
チ
ー

ム
の
一
人
ひ
と
り
が
役
割

を
持
ち
、
後
方
へ
パ
ス
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
も
前
へ
進
み
、

皆
が
一
丸
と
な
っ
て
最
後

の
ト
ラ
イ
を
目
指
し
ま
す
。

　
私
は
新
市
長
へ
パ
ス
を
つ

な
ぎ
、
市
政
発
展
と
い
う

名
の
試
合
を
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。�

　
言
葉
は
尽
く
し
ま
せ
ん

が
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。�

最
後
に
一
言�

Ｈ14　天竜川治水対策事業風景�

Ｈ４　上郷町との合併調印式風景�Ｈ４　上郷町との合併調印式風景�

　
市
政
に
つ
き
ま
し
て
の
評
価
は

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
そ
し
て
歴
史

が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
申
し
上
げ
て
お
い
た
上
で
、

４
期
１６
年
を
振
り
返
っ
て
所
感
の

一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
こ
の
間
、
手
が
け
て
ま
い
り
ま

し
た
施
策
・
事
業
を
思
い
浮
か
べ

て
み
ま
す
と
、�

○
市
立
病
院
建
設
の
時
、
当
時
は

　
バ
ブ
ル
の
全
盛
期
で
あ
り
ま
し
た

　
か
ら
、
建
設
費
が
上
昇
し
、
限

　
ら
れ
た
予
算
の
中
で
本
当
に
建

　
設
で
き
る
の
か
心
配
し
た
こ
と
。�

○
平
成
５
年
の
上
郷
町
と
の
合
併

　
に
よ
り
、
１０
万
都
市
が
実
現
で

　
き
た
こ
と
。�

○
長
い
年
月
を
か
け
、
取
り
組
ん

　
で
ま
い
り
ま
し
た
天
竜
川
治
水

　
対
策
事
業
が
平
成
１４
年
に
無
事

　
に
完
成
で
き
た
こ
と
。�

○
り
ん
ご
並
木
の
整
備
や
中
心
市

　
街
地
再
開
発
事
業
に
着
手
で
き

　
た
こ
と
。�

○
広
域
的
な
事
業
と
し
て
は
、
平

　
成
４
年
に
竜
水
園
、
平
成
１４
年

　
に
新
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

　
建
設
し
た
こ
と
。�

な
ど
が
特
に
印
象
深
く
、
つ
い
最

近
の
こ
と
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
画

を
得
て
、
平
成
８
年
に
つ
く
り
上

げ
ま
し
た
第
４
次
基
本
構
想
で
は

「
環
境
文
化
都
市
」
を
目
指
す
都

市
像
と
し
て
掲
げ
、
行
財
政
改
革

を
行
う
と
共
に
諸
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
あ
る
程

度
の
基
礎
固
め
が
で
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
飯
田
市
が
全
国
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
と
私
な

り
に
充
実
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。�

　
下
表
の
「
主
な
出
来
事
」
を

見
て
み
ま
し
て
も
、
こ
ん
な
に
多

く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
と
感

じ
る
の
と
同
時
に
、
行
っ
て
き
た
事

業
一
つ
一
つ
を
思
い
浮
か
べ
て
み

ま
す
と
、
本
当
に
大
勢
の
方
に
助

け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
き
た
な
と
い

う
の
が
、
今
の
率
直
な
気
持
ち
で

す
。�

り
ん
ご
並
木
整
備
事
業
竣
工�

黒
田
人
形
浄
瑠
璃
伝
承
館
開
館�

千
代
芋
平
よ
こ
ね
田
ん
ぼ
「
日
本
の
棚

田
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
る�

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
繰
り
人
形

館
開
館�

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
開
館�

小
笠
原
資
料
館
開
館�

西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設�

国
道
１
５
３
号
飯
田
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

式�桐
林
環
境
産
業
公
園
竣
工�

雹
害
に
よ
り
千
代
を
中
心
に
農
作
物
に

１
億
円
の
被
害�

市
長
選
挙
、
田
中
市
長
４
選�

主
要
地
方
道
飯
島
飯
田
線
座
光
寺
〜

上
郷
バ
イ
パ
ス
開
通
式�

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
竜
丘
支
所
・
公

民
館
）
開
館�

南
信
州
あ
ぐ
り
大
学
院
開
講�

橋
南
第
１
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
ト
ッ
プ

ヒ
ル
ズ
本
町
」
竣
工�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
庁
舎
開
所

式�飯
田
エ
フ
エ
ム
開
局�

り
ん
ご
並
木
「
か
お
り
風
景
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
る�

学
校
週
５
日
制
開
始�

平
成
記
念
か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

開
園�

中
部
・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
開
設�

天
竜
川
総
合
学
習
館
（
か
わ
ら
ん
べ
）

完
成
記
念
式
典�

天
竜
川
上
流
部
川
路
・
龍
江
・
竜
丘
地

区
治
水
対
策
事
業
完
成
記
念
式
典�

菱
田
春
草
作
「
菊
慈
童
」
購
入�

新
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働�

市
役
所
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
自
己
適
合

宣
言�

屋
根
付
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
（
ド
ー
ム
サ

ン
ヒ
ル
ズ
）
竣
工�

飯
田
市
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
竣
工�

水
道
給
水
事
故
（
飲
用
制
限
）
に
よ

り
約
２
万
戸
に
影
響�

南
信
州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
の

認
定
受
け
る�

り
ん
ご
並
木
５０
周
年
記
念
式
典�

飯
田
市
歴
史
研
究
所
設
置�

オ
ー
ラ
イ
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
　

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞�

環
境
自
治
体
会
議
い
い
だ
会
議
開
催�

飯
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
稼
働�

自
治
体
環
境
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
４
環

境
大
臣
賞
と
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞�
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歳
　
入�

行
財
政
改
革
の
状
況�

職員数と職員給の推移�

休日夜間急患診療所を建て替え�

　
歳
入
で
は
、市
の
主
だ
っ
た
収
入

で
あ
る
市
税
は
、4
・
4
％
減
の

1
2
6
億
4
0
6
1
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、一
部
の
企
業
で

業
績
が
回
復
し
た
た
め
、法
人
市

民
税
で
4
・
2
％
増
加
し
た
も
の
の
、

家
屋
の
経
年
減
価
に
伴
う
評
価
替

え
の
影
響
に
よ
り
、固
定
資
産
税

が
5
・
8
％
減
少
し
た
か
ら
で
す
。�

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
国
の
交

付
税
改
革
で
3
・
6
％
減
の
89
億

7
8
7
9
万
円
で
し
た
が
、交
付

税
の
一
部
が
臨
時
財
政
対
策
債（
※
）

に
振
り
替
わ
っ
た
た
め
、広
い
意
味

の
交
付
税
で
は
、6
・
9
％
増
加
し

ま
し
た
。�

※
臨
時
財
政
対
策
債�

　
県
や
市
町
村
の
全
国
ベ
ー
ス
で
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め
に
、従
来
、交
付

税
特
別
会
計
で
借
入
し
交
付
税
と

し
て
交
付
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、平

成
１３
年
度
か
ら
、赤
字
地
方
債
と
し

て
県
や
市
町
村
が
発
行
し
て
い
る
も

の
で
す
。こ
の
元
利
償
還
金
は
全
額
、

後
年
度
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
が
、

借
金
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な

い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。�

　
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、こ
れ
ま

で
市
で
は
国
や
県
の
経
済
対
策
と

歩
調
を
あ
わ
せ
、来
る
べ
き
高
齢
社

会
に
備
え
た
社
会
福
祉
施
設
の
整

備
、飯
田
下
伊
那
地
域
の
中
核
都

市
と
し
て
市
立
病
院
の
移
転
改
築
、

生
活
水
準
の
向
上
を
目
指
し
た
上

下
水
道
の
整
備
な
ど
、市
民
生
活

に
直
接
関
わ
り
の
あ
る
社
会
基
盤

の
整
備
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
環
境
施
策
と
し
て
Ｉ

Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
取
得
、資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

先
進
的
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
結
果
と
し
て
借
金
の
残
高
が
膨

ら
み
、返
済
が
多
額
と
な
り
ま
し
た

が
、こ
れ
は
い
わ
ば
、国
や
県
の
有

利
な
制
度
を
活
用
し
て
必
要
な
事

業
を
先
取
り
し
て
実
施
し
て
き�

た
か
ら
で
す
。�

　
市
で
は
、国
や
県
に
先
ん
じ
て

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。平
成
10
年
度
か
ら
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、平
成
10
年
度
か
ら
平
成

15
年
度
ま
で
に
職
員
数
を
92
人
減

ら
し
上
郷
町
合
併
前
ま
で
の

7
0
2
人
と
し
、人
件
費
を
削
減

し
ま
し
た
。
ま
た
、事
務
事
業
の

見
直
し
に
よ
り
経
費
を
削
減
し
、

そ
の
結
果
、借
金
の
残
高
も
減
少

に
転
じ
る
な
ど
、一
定
の
成
果
を

お
さ
め
て
き
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、国
や
県
の
財
政
悪
化
、

経
済
低
成
長
な
ど
の
背
景
が
あ
り
、

市
税
、地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

た
市
の
収
入
の
確
保
は
い
ま
だ
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

後
年
度
負
担
を
で
き
る
限
り
抑
え
、

環
境
文
化
都
市
実
現
の
た
め
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
き
ま
す
。�

　
平
成
15
年
度
は
、
市
税
を
は

じ
め
と
し
て
収
入
が
厳
し
い
中
、

福
祉
施
策
な
ど
を
着
実
に
行
う

と
と
も
に
、
産
業
振
興
策
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。�

　
今
回
の
特
集
で
は
、
平
成
15

年
度
の
決
算
の
状
況
と
、
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。�

※
文
中
の
比
較
は
前
年
度
対
比
。�

市債残高�

平
成
十
五
年
度
決
算

平
成
十
五
年
度
決
算
ま
と
ま
と
ま
る�
平
成
十
五
年
度
決
算

平
成
十
五
年
度
決
算
ま
と
ま
と
ま
る�
平
成
十
五
年
度
決
算
ま
と
ま
る�

職員給�

職員数�

0

40

42

44

46

48

50

15年度�14年度�13年度�12年度�11年度�10年度�9年度�8年度� 0

680

720

760

800

840

��������

歳入�
381億2,237万円�
歳入�

381億2,237万円�

0

400

410

420

430

440

450

460

470

15年度�14年度�13年度�12年度�11年度�10年度�9年度�8年度�

（億円）�

(億円) （人）�

427

825
808

794 793

761 760

718

702

48.8
48.2

47.5
46.5

44.0 43.8

43.3
41.6

451

458 461

452
447

429

417

市税�
126億4,061万円�
（33.1％）�

地方交付税�
89億7,879万円�
（23.5％）�

30億8,840万円�
（8.1％）�

市債�

国庫支出金�
29億2,466万円�
（7.7％）�

諸収入�
22億8,309万円�
（6.0％）�

県支出金�
17億7,516万円�
（4.7％）�

11億8,248万円（3.1％）�

繰越金8億3,690万円（2.2％）� 繰入金�
6億4,324万円（1.7％）�

その他�
27億142万円（7.1％）�

分担金・負担金�
10億6,762万円（2.8％）�

地方消費税交付金�
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平成15年度決算�

　平成15年度決算の認定に当たり、監査委員から次のような
意見が出され、9月29日に議会の認定を受けました。�
○各会計の決算諸表は、関係法令に沿って作成されており、
　その内容は正確であり、会計事務処理手続き、経営成績　
及び財政状態は、適正に表示されていることを認めた。�
○引き続き健全財政が維持できるよう、自主財源の確保と　
受益者負担の適正化等に取り組むとともに、更に行財政　改
革の推進に努められることを望みます。�

※詳細はホームページをご覧ください。�

産業用地の売却�
環境産業公園（桐林）�

監査委員からの意見�

歳
　
出�

　
歳
出
で
は
、主
な
施
策
と

し
て
、障
害
者
支
援
費
制
度

へ
の
対
応
、療
育
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
の
増
築
、休
日
夜

間
急
患
診
療
所
の
建
て
替

え
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、地

元
企
業
の
工
場
立
地
や
橋

南
第
二
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
対
す
る
補
助
を

行
い
ま
し
た
。�

　
特
に
扶
助
費
は
児
童
扶

養
手
当
事
務
が
国
か
ら
移

管
さ
れ
た
た
め
、9
・
3
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
逆
に
普
通
建
設
費
は
7
・

4
％
減
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
昭
和
60
年
度
か
ら
行
っ

て
き
た
治
水
対
策
事
業
が

平
成
14
年
度
に
ほ
ぼ
完
成
し
、

平
成
15
年
度
の
事
業
費
が

減
っ
た
た
め
で
す
。�

　http://www.city.iida.nagano.jp/kansajimukyoku/

歴史研究所の開設�

■問合せ　財政課　内線2231

歳出�歳出�

衛生費�

商工費�
27億6,301万円（7.4％）�

農林水産業費�
17億4,407万円（4.7％）�

諸支出金�
17億3,760万円（4.6％）�

その他　7億649万円（1.9％）�

41億5,557万円（11.1％）�

総務費�
37億4,804万円（10.0％）�

教育費�
34億3,671万円（9.2％）�

消防費　12億2,720万円（3.3％）�

民生費　�
81億1,225万円�
（21.7％）�

土木費　�
42億4,815万円�
（11.4％）�

公債費　�
55億468万円�
（14.7％）�

373億8,377万円�373億8,377万円�

会計別の収支� 単位：万円�
� 会　計　名� 歳入決算� 歳出決算�

老 人 保 健 特 別 会 計 �
介 護 保 険 特 別 会 計 �
地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 �
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �
墓 地 事 業 特 別 会 計 �
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �
治 水 対 策 事 業 特 別 会 計 �
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 �
下 水 道 事 業 特 別 会 計 �
介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 �

一　般　会　計�
事 業 勘 定 �
直 診 勘 定 �

国民健康保険特別会計�

収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�

病院事業会計�

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計� 市立病院�

高松分院�

水道事業会計�

計�
合　　　　　　計�

381億2,237�
71億3,169�

72�
105億5,640�
62億1,354�

1,714�
7,265�

1億2,554�
10億8,098�
1億5,663�
7億3,160�
56億7,759�
2億6,069�
94億6,342�
8億4,094�
84億6,334�
7億3,928�
10億8�
1億166�

15億7,234�
3億6,962�

442億7,149�
823億9,386

373億8,377�
68億2,411�

72�
105億5,639�
61億9,972�

1,665�
7,219�

1億2,326�
10億5,602�
1億2,111�
7億2,542�
56億3,097�
2億5,153�

102億6,230�
17億778�
91億5,748�
15億6,409�
11億482�
1億4,369�
13億3,296�
7億7,689�

456億5,802�
830億4,179
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　10月11日、577人が県合同庁舎前をスタートし、風越山

を目指しました。山道は前日の雨で少しぬかるんでいました

が、高校生を始めとする115人のボランティアの方々の協

力のもと、それぞれのペースで力一杯走り、体育の日にふさ

わしい１日となりました。�

　10月10日、飯田運動公園で行いまし

た。2日間の開催予定でしたが、9日は台

風の影響を考慮して中止。この日は台

風一過の快晴に恵まれました。�

　季節の野菜や果物、五平餅、漬け物

などの特産品を集めた「伊那谷ふるさと

展」や、ＦＭ長野による公開録音、消防

はしご車搭乗体験などに、大勢の参加者

が訪れ、にぎわっていました。�

　このイベントは飯田下伊那の発展を目

指して開催し、今年で23回目になります。�

　10月5日、千代地区の用地単価確認書調印式が行

われました。三遠南信自動車道第二工区とされている

竜東地区起点側で最初の調印となり、平成20年代後

半の全線開通に向けて用地交渉が進められます。�

いいだ・しもいなフェスティバル�

秋の味覚がいっぱい�

三遠南信自動車道第二工区�

千代地区調印式�
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　　９月28日、市長を始めとする理事

者が、市内最高齢者104歳の田中い

つさん（川路）を筆頭に88歳以上の方

63人を訪問し、お祝いを申し上げまし

た。市長の話を聞かれ、最近思うこと

や、長生きの秘訣などのお話しをされて

いました。また、10月14日には、城下グ

ラウンドで高齢者スポーツ大会を行いま

した。生き生きと各種競技に取り組み、

投げて、走って、元気いっぱい笑顔いっ

ぱいの一日でした。�

　農水省などが主催の「豊かなむらづくり全国表彰事

業」において、下久堅柿野沢区の地域づくりの取組が

評価され農水大臣賞を受賞、9月16日さいたま市で表彰

式が行なわれました。今後の活動も楽しみです。�

敬老訪問・高齢者事業�

元気な笑顔で�

風越山にチャレンジ�
豊かなむらづくり全国表彰�

柿野沢区 農水大臣賞�

体育の日　風越登山マラソン�

最近俳句を始めたという小島ちかさん（103歳）�
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　「
胸
の
痛
み
」
＝
「
心
臓
発

作
」
と
考
え
て
し
ま
う
人
が
多

い
た
め
、
不
意
に
胸
の
痛
み
に

お
そ
わ
れ
る
と
、
た
い
て
い
の

人
は
最
悪
の
事
態
を
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
胸
に
は

心
臓
、
大
動
脈
、
肺
、
食
道
、
胸

壁
が
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、

胸
痛
の
原
因
と
な
り
得
ま
す
。

特
に
心
臓
・
血
管
の
痛
み
に
つ

い
て
緊
急
性
を
含
め
説
明
い
た

し
ま
す
。�

緊
急
受
診
し
た
方
が
よ
い
痛
み�

　
安
静
時
に
冷
汗
を
伴
い
、
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
激
し
い

痛
み
・
圧
迫
感
が
20
〜
30
分
以

上
続
く
時
は
、
急
性
心
筋
梗
塞

（
心
臓
に
栄
養
を
送
っ
て
い
る

血
管
が
つ
ま
っ
て
し
ま
う
病

気
）
が
疑
わ
れ
ま
す
。
痛
み
が

胸
か
ら
背
中
、
腹
部
と
移
動
す

る
場
合
は
、
大
動
脈
解
離
（
血

管
の
璧
が
裂
け
て
し
ま
う
病

気
）
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
手
術

後
や
下
肢
に
む
く
み
が
あ
る
人

の
場
合
は
、
肺
塞
栓
（
肺
に
血

の
塊
が
つ
ま
る
病
気
）
が
疑
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
胸
の
痛

み
は
非
常
に
激
し
く
、
治
療
を

急
ぐ
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

救
急
車
で
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。�

早
く
受
診
し
た
方
が
よ
い
痛
み�

　
運
動
時
に
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
安
静
に
す

る
と
２
〜
３
分
で
消
失
す
る
痛

み
は
狭
心
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
脈
拍
が
１
分
間
に
１
０

０
を
超
え
、
脈
の
リ
ズ
ム
が
乱

れ
る
不
整
脈
発
作
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
心
臓
以
外
に

も
、
息
を
大
き
く
吸
う
と
痛
む

場
合
は
胸
膜
炎
、
細
身
の
若
者

で
は
自
然
気
胸
を
疑
い
ま
す
。

肋
骨
に
沿
っ
た
痛
み
の
肋
間
神

経
痛
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰

瘍
、
胆
石
、
膵
炎
の
痛
み
が
胸

に
放
散
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。�

心
配
し
な
く
て
も
よ
い
痛
み�

　「
キ
リ
キ
リ
」「
チ
ク
チ
ク
」

「
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
」
と
い
っ
た
数

秒
間
の
痛
み
や
、
深
呼
吸
し
た

後
に
「
つ
か
え
る
感
じ
」
が
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
健
康
な
人
に
よ
く
あ
る
こ
と

で
、
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
検
査
を
し
て
も
、
異
常

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
自
律
神
経
か
ら
の
症
状

や
、
不
安
障
害
（
パ
ニ
ッ
ク
障

害
）、
う
つ
状
態
に
よ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
胸
の
痛
み
は
、

心
臓
と
は
関
係
の
な
い
原
因
で

起
こ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
も
し
、
今
ま
で
感
じ
た
こ

と
の
な
い
、
ま
た
は
今
ま
で
と

は
違
う
胸
の
痛
み
・
不
快
感
を

感
じ
た
場
合
は
、
循
環
器
科
外

来
で
の
診
察
を
お
勧
め
し
ま

す
。�

市立病院　循環器科�
伊藤  健 一  医師�

胸
の
痛
み
い
ろ
い
ろ�

幼児と高齢者が共に過ごす�

宅幼老所�施設の紹介�

■問合せ　介護高齢課　高齢者係　内線　5381

　おじいちゃん、おばあちゃん、子どもたちが一
緒に食卓を囲む。普通の家庭のような光景です。�
　このように、家庭的な雰囲気のもと、高齢者や
幼児がきめ細やかなケアを受けながら過ごす場が「宅
幼老所」です。�

　今回は、「宅幼老所くれよん」をご紹介します。�

　「宅幼老所くれよん」では、高齢者や障害をお持
ちの方、幼児が一緒に過ごしています。職員手作り
の昼食はおふくろの味と、とても好評です。時には
利用者も一緒に台所に立つ姿も見られ、4世代が
集まる食卓はそれはにぎやかです。また、知的障
害者・児童のデイサービスもスタートし、利用者の
自立支援のお手伝いと、ご家族の皆さんのお役に
立てる地域密着型「くれよん」を目指しています。
どうぞお気軽にお立ち寄りください。�

　宅幼老所を利用してみたい方、宅幼老所を開
いてみたい方はお問い合わせください。�

は
い

そ
く
せ
ん
�

ろ
っ
　
か
ん
　
し
ん
�

す
い
　
え
ん
�

け
い
　
つ
う
�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　私の夢は、看護師になって入院している

患者さんを励ましたり、落ち込んでいる患

者さんを温かい会話で元気にさせること

です。そのためには、自分が人への思いや

りを持ち、人のことを自分のことのように

思って接することのできる人になること

が大切です。看護師とは一人ひとりの大切

な命を助けるために、一人ひとりが勇気を

出して病気に立ち向かえるために応援す

る大切な仕事です。だからこそ自分の今を

がんばっていきたいです。�

思いやりの�
ある看護師�

糸が操る美しさに魅せられて�

　人形劇のまち飯田に住むように
なって、私も人形劇を演じてみた
いと思っていた。そして竹田糸操
り人形の講座に参加して約５年に
なる。世界の人形劇人７人に選ば
れた竹田扇之助師匠に直接教え
ていただけるのだから、こんな幸運
は他にない。小刀をあまり使ったこ
とのない私が、角材を削って人形
の手足や胴を作り、侍・女形・童
を完成させた。２年目からは製作と
並行して操り方のけいこも始まっ
た。手板から１６本の糸でつるされ
た人形は、フラフラして千鳥足で
歩く。腰が定まっていないからだ。
「歩けるまで１０年」と言われるが、

まさにそのとおり。なかなかうまく
動かせないので嫌になることもあっ
た。それでも私を糸操りに引きつ
けているものは何か。それは「静
止した時の美しさ」とでも言おう
か。はるか先の糸を通じ、まるで
指先まで神経が通っているように
見える手の動き。ほんの少しの頭
の傾斜や首の曲げ方で表現され

る感情。本当に見とれてしまう。�
　３年前に「子どもの部」ができ
た。子どもたちはけいこの合間に
大人たちの手仕事を傍らでなが
め、大人たちは子どもたちがどんど
ん技を習得していく様子に目を細
める。異年代交流ができる。いつ
の日か、黒田人形や今田人形の
ように地元に根づいた活動ができ
ることを期待している。�

「竹田人形を支える会」講座受講生　三石暁子 さん�

感動したこと�

　私は８月に開催されたいいだ人形劇
フェスタに、ボランティアスタッフと
して参加しました。当日は、客席づくり
や道具の搬入、受付などをしました。�
　とても緊張しましたが、ほかのスタ
ッフや劇団の方と協力して仕事をする
ことができました。�

　公演中、子どもたちが劇を夢中になって楽しそうに見てい
る様子がわかり、「よかったなぁ」と思いました。�
　今までは劇というと見ることしかありませんでした。今回
スタッフの仕事をして準備から片付けまでをやり、ひとつの
舞台の為にたくさんの人が頑張っているんだなと思いまし
た。久しぶりに人形劇も見られて、楽しかったです。�

伊坪和代 さん（羽場）�

毎月市民の皆さんに、�
1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言�

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方
にバトンタッチする「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�
�

さ　さ　き　　　あや�

い つぼかず　よ�
佐々木　彩 さん�
（追手町小６年）�

みつ いし とし　こ�
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關
島
　
祐
輔
　
自
治
会
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

長
坂
　
博
登
　
自
治
会
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

秦
　
香
代
子
　
少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

石
黒
　
祐
二
　
嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

宮
下
　
　
茂
　
嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

吉
澤
　
孝
夫
　
嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

片
桐
　
信
親
　
学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

木
下
　
順
一
　
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た�

外
松
　
　
淳
　
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た�

伊
藤
　
善
夫
　
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

宇
野
小
四
郎
　
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

小
澤
　
廣
人
　
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

須
田
輪
太
郎
　
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

木
下
　
隆
司
　
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た�

須
田
知
世
子
　
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た�

植
村
　
俊
夫
　
市
政
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

伊
藤
　
貞
夫
　
図
書
館
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

　
田
　
　
實
　
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

多
賀
　
幾
子
　
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

正
宗
　
太
郎
　
芸
術
文
化
向
上
の
た
め
絵
画
を
寄
附
さ
れ
た�

木
下
　
長
志
　
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社�

　
　
　
　
　
　
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

野
原
産
業
株
式
会
社�

　
　
　
　
　
　
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会�

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

林
　
　
和
緒
　
芸
術
文
化
向
上
の
た
め
絵
画
を
寄
附
さ
れ
た�

松
村
　
弘
芳
　
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

飯
田
瓦
斯
株
式
会
社�

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

株
式
会
社
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行�

　
　
　
　
　
　
芸
術
文
化
向
上
の
た
め
絵
画
を
寄
附
さ
れ
た�

　
市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
市
政
功
労

者
表
彰
式
を
十
月
一
日
に
行
い
ま
し
た
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  　1(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080　ＦＡＸ(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/
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�
　毎週土・日曜日�
　10:00～12:00、13:00～15:00�
　場所：おいで館�

▼木のペンダント作り�
　11月20日G�
　10:00～12:00、13:30～15:00��
▼クリスタルペンダント�
　11月23日_・27日G�
　10:00～12:00、13:30～15:00
▼みんなのまちづくり�
　12月11日G・12日A�
　2日間とも13:00～15:00�
　場所：なかまの館�
　これまで延べ170人が参加して
　くれたまちづくりも今回で最終
　回。作品のお持ち帰りできます。�

�
▼フルーツパンケーキ�
　11月21日A�
　14:00～16:00�
　材料費200円��
▼簡単窯焼きピザ�
　11月28日A、12月5日A�
　11:00～14:00�
　材料費300円�
　※限定30枚です。�

12月4日G�
13:30～�
集合場所：なかまの館�
冬の公園にはどんな鳥がいるか
な？耳を澄ませてさえずりを聞
いてみよう。�　毎週日曜日　13:30～14:00�

　場所：なかまの館ふくろう文庫�

みんなのまちづくり風景�

　11月21日A�
　10:00～12:00�
　場所：はらっぱ�
　主催：かざこしえんばんクラブ�

これからの講座予定�
11月20日G　 9:00～16:00�
　かわらんべを離れて、ポイントごとにナゾを解き
ながら秋の森を探険します。行き先はまだ内緒！ゴ
ールにはびっくりす
る「モノ」が待って
いるよ。�
▼持ち物：長袖・長
ズボン・弁当・水
筒・交通費（500
円ほど）�

11月27日G�
9:00～11:00�
何でもない竹でも、
ちょっと手を加えれ
ば楽しいおもちゃに
早がわり！竹の貯金
箱や、最近では少な
くなった竹馬を作っ
てみよう。自分で作
った竹馬、うまく乗りこなすことができるかな～？�

11月25日E　 9:00～15:00�
　成人向けの講座です。秋の紅葉を楽しみながら、
名勝天竜峡をゆっくり散策します。�
▼持ち物：長袖・長ズボン・押し葉用雑誌・弁当・
　水筒�

�

12月4日G　 9:00～11:00�
　草むらでよく見かける「葛（くず）」。身近な植物
ですが、成長が早すぎて他の植物のすみかを奪って
しまう一面があります。今回はこの「くず」の根か
らデンプンを作り、試食します。�
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11月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税(11月分)

11月30日(火)

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

秋
の
火
災
予
防
運
動�

知
的
障
害
者�

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー�

家
屋
調
査
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

　「
火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心

に
き
い
て
み
て
」
を
防
火
標
語

に
、
１１
月
９
日
c
か
ら
１５
日
b

の
間
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

を
行
い
ま
す
。
火
の
管
理
に
は

十
分
注
意
し
て
、
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

※
た
き
火
は
最
寄
り
の
消
防
署

　
に
連
絡
し
て
か
ら
行
い
ま
し

　
ょ
う
。�

▼
問
合
せ　
飯
田
広
域
消
防
本
部

　
1（
２
３
）
６
０
０
２
�

　
知
的
障
害
者
（
お
お
む
ね
１８

歳
以
上
）
や
そ
の
家
族
の
悩
み
、

心
配
ご
と
を
一
緒
に
考
え
、
解

決
し
て
い
く
た
め
の
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。�

　
生
活
や
就
職
な
ど
の
悩
み
、

心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専

門
の
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。�

▼
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

▼
場
所
　
障
害
者
総
合
支
援
セ

　
ン
タ
ー
内
（
左
図
）�

▼
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

○
在
宅
生
活
に
つ
い
て
�

○
昼
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
�

○
就
労
に
つ
い
て
�

○
将
来
に
つ
い
て
　
な
ど
�

▼
問
合
せ
�

　
知
的
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
�

　
1（
２
４
）
３
１
８
２
�

文
化
会
館
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

１１
月
は
全
国
青
少
年�

健
全
育
成
強
調
月
間�

　
今
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
。
街
頭
啓

発
運
動
や
、
有
害
図
書
販
売
の

実
体
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
日
ご
ろ
か
ら
青
少
年
と
一
緒

に
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
行
い
、
地
域
で

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課�

　
内
線
３
５
７
３�

　
税
務
課
で
は
、
適
正
な
課
税

を
行
う
た
め
に
、
家
屋
の
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
今
年
に
な
っ
て
、
住
宅
、
車

庫
、
物
置
な
ど
を
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
た
方
や
、
店

舗
か
ら
住
宅
に
変
更
す
る
な
ど

建
物
の
用
途
を
変
更
し
た
方
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、

職
員
が
伺
い
ま
す
。�

※
年
末
に
か
け
て
、
建
物
の
取

　
り
壊
し
を
す
る
予
定
の
方
も

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
　�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　�

　
内
線
５
１
７
４�

不
動
産
の
公
売
を�

行
い
ま
す�

　
市
で
は
、
税
金
の
滞
納
に
よ

り
差
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
換

価
し
、
滞
納
分
に
充
当
す
る
滞

納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
税
金
を
納
め

た
方
と
納
め
て
い
な
い
方
と
の

不
公
平
を
解
消
し
、
よ
り
一
層

滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。�

　
今
回
、「
不
動
産
公
売
」
を
行

い
ま
す
。
公
売
の
日
時
、
場
所
、

公
売
財
産
の
明
細
等
に
つ
い
て

は
後
日
、
市
役
所
掲
示
板
に
て

公
売
公
告
を
行
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課�

　
内
線
５
１
５
６�

▼
第
１８
回
伊
那
谷
文
化
芸
術
祭�

　
音
楽
、
演
劇
、
踊
り
、
人
形

　
劇
な
ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　
で
す
。�

○
日
時
　
１１
月
７
日
a
・
１４
日

　
a
・
２１
日
a
・
２３
日
-�

　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
開
演�

▼
「
夢
・
大
江
磯
吉
の
」�

　
島
崎
藤
村
の
小
説
「
破
戒
」

　
の
モ
デ
ル
「
大
江
磯
吉
」
の
生

　
涯
を
綴
っ
た
演
劇
公
演
で
す
。�

○
日
時�

・
１２
月
１０
日
f
・
１１
日
g�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演�

・
１２
月
１２
日
a
（
１
日
２
回
）�

　
午
前
１１
時
、
午
後
３
時
開
演�

※
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
詳
細
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
文
化
会
館�

　
内
線
４
２
２
０�
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高松分院高松分院�
上郷図書館上郷図書館�

飯田高校飯田高校�

高松分院�
上郷図書館�

高松�

飯田高校�

障害者総合支援センター�
（上郷保健センター1階）
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平
常
☆
人
形
劇
ラ
イ
ブ�

歴
史
研
究
所�

１１
月
の
月
例
研
究
会�

汐
見
念
幸
講
演
会�

「
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
」�

就
職
面
接
会�

「
ふ
る
里
就
職
の
集
い
」�

コ
ン
サ
ー
ト�

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト�

親
子
い
き
い
き
事
業�

　
若
い
世
代
を
代
表
す
る
人
形

遣
い
平
常
（
た
い
ら
じ
ょ
う
）

の
人
形
劇
公
演
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
大
人
の
た
め
の
人
形
劇
ラ
イ

　
ブ
�

　「
宮
沢
賢
治
よ
り
２
つ
の
お

　
は
な
し
」�

○
日
時
　
１１
月
２６
日
f
�

　
午
後
７
時
開
演
�

○
場
所
　
飯
田
人
形
劇
場
�

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
公
演
�

　「
平
常
の
歌
っ
て
踊
る
人
形

　
劇
」�

○
日
時
　
１１
月
２８
日
a
�

　
午
後
２
時
開
演
�

○
場
所
　
麻
績
の
里
交
流
セ
ン

　
タ
ー
（
座
光
寺
麻
績
の
館
）�

▼
料
金
�

○
１
公
演
券
�

　
大
人
　
　
１
、
０
０
０
円
�

　
子
ど
も
　
　
　
８
０
０
円
�

　
親
子
　
　
１
、
６
０
０
円
�

○
２
公
演
券
�

　
大
人
　
　
１
、
７
０
０
円
�

　
子
ど
も
　
１
、
４
０
０
円
�

　
親
子
　
　
３
、
０
０
０
円
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
文
化
会
館
�

　
内
線
４
２
２
０
�

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
方
や
、

　
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
を
さ

　
れ
て
い
る
方
な
ど
。�

▼
日
時
　
１１
月
２１
日
a
�

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午
�

　（
午
前
１０
時
開
場
）�

▼
場
所
�

　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
講
師
　
汐
見
念
幸
氏
�

　（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学

　
研
究
科
教
授
）�

※
美
術
博
物
館
の
駐
車
場
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
中
央
図
書
館
　
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
で
は
、

企
業
の
人
事
担
当
者
と
就
職
希

望
者
が
直
接
面
接
す
る
就
職
面

接
会
を
行
い
ま
す
。
申
込
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
来
春
、
大
学
・
短
大
・

　
高
専
・
専
修
学
校
を
卒
業
予

　
定
の
方
。�

▼
日
時
　
１１
月
２４
日
d
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
�

▼
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
�

　
1（
２
４
）
８
６
０
９
�

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
毎
月
１

回
研
究
所
員
が
研
究
内
容
を
報

告
し
、
意
見
交
換
す
る
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
日
時
　
１１
月
２６
日
f
�

　
午
後
６
時
〜
８
時
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
�

　（
市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
）�

▼
内
容
�

　「
伊
那
自
由
大
学
に
つ
い
て
」�

　
我
々
自
身
の
力
を
以
て
、
我
々

　
自
身
の
中
に
建
設
し
た
、
最

　
も
堅
固
な
る
一
の
教
育
機
関

　
を
目
指
し
て
開
か
れ
た
伊
那

　
自
由
大
学
と
は
何
か
を
こ
れ

　
ま
で
の
研
究
論
文
か
ら
考
え

　
ま
す
。�

○
報
告
者
�

　
清
水
迪
夫
調
査
研
究
員
�

▼
問
合
せ
�

　
歴
史
研
究
所
�

　
1（
５
３
）
４
６
７
０
�

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
方
を

対
象
に
、
五
平
も
ち
作
り
を
し

ま
す
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
２８
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時�

▼
場
所
　
松
尾
公
民
館
　�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

　
巾
・
タ
オ
ル
・
ご
み
袋�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
１８
日
e�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
児
童
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

最
低
賃
金
改
正�

　
今
年
度
最
後
の
「
コ
ン
サ
ー

ト
 
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
は
、
ニ

ュ
ー
・
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
題
し
て
開
催
し
ま
す
。
地
元

な
ど
で
活
躍
す
る
演
奏
家
が
次
々

に
登
場
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
今
月
か
ら
販
売

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
来
年
１
月
１６
日
a
�

　
午
後
２
時
開
演
�

▼
場
所
　
飯
田
人
形
劇
場
�

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
�

　（
全
席
自
由
・
小
学
生
以
上
）�

※
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
。
　

　
ご
希
望
の
方
は
文
化
会
館
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
出
演
�

　
邦
楽
た
ま
て
箱
（
三
曲
合
奏
）、

　
小
川
潤
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独

　
奏
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ノ

　
ネ
ッ
ト
（
木
管
九
重
奏
）
、

　
飯
田
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
、
高
校

　
生
に
よ
る
打
楽
器
ア
ン
サ

　
ン
ブ
ル
�

▼
問
合
せ
　
飯
田
文
化
会
館
�

　
内
線
４
２
２
０
�

　
１０
月
１
日
、
長
野
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
６
４
７
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。�

　
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対
応

す
る
賃
金
で
す
。
臨
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
や
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
な
ど
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
労
働
監
督
署�

　
1（
２
２
）
２
６
３
５�
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長
野
県
共
同
募
金
会
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
募
金
を
福
祉
活
動
団
体
に
配

分
し
ま
す
。
配
分
を
希
望
す
る

団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
団
体
�

　
市
町
村
の
地
域
を
越
え
て
活

　
動
す
る
福
祉
活
動
団
体
。�

※
飯
田
市
で
の
み
活
動
す
る
団

　
体
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

▼
対
象
事
業
�

　
平
成
１７
年
４
月
〜
平
成
１８
年

　
３
月
の
事
業
。�

※
１
団
体
１
事
業
ま
で
と
し
ま

　
す
。�

※
各
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ

　
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
、
及
び
保
健
、
医
療
、
教

　
育
等
に
関
す
る
事
業
で
も
、

　
福
祉
領
域
と
重
な
る
分
野
を

　
持
つ
も
の
は
対
象
と
し
ま
す
。�

※
介
護
保
険
事
業
は
対
象
と
な

　
り
ま
せ
ん
。�

▼
配
分
金
　
事
業
費
の
７５
％
以

　
内
で
、
上
限
は
５０
万
円
。�

▼
申
請
締
切
　
１１
月
３０
日
c
�

▼
申
請
・
問
合
せ
�

　
長
野
県
共
同
募
金
会
　
�

　
1
０
２
６（
２
３
４
）６
８
１
３
�

　
江
戸
時
代
の
巨
大
都
市
大
坂

に
暮
ら
し
、
普
通
に
生
き
た
人
々

（
民
衆
）
の
生
活
を
か
い
ま
見
ま

す
。
そ
こ
か
ら
「
地
域
史
」
と

し
て
都
市
史
を
研
究
す
る
こ
と

の
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
１１
月
２０
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
�

○
１１
月
２１
日
a
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
�

▼
テ
ー
マ
　
近
世
都
市
大
坂
と

　
民
衆
の
生
活
世
界
�

▼
講
師
　
塚
田
孝
氏
�

　（
大
阪
市
立
大
学
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円
�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
２１
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
昼
食
交
流
会
も
行

　
い
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
歴
史
研
究
所
�

　
1（
５
３
）
４
６
７
０
�

共
同
募
金
配
分
申
請
受
付�

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方
。�

▼
期
間
　
１２
月
４
日
g
〜
来
年

　
３
月
２６
日
g
ま
で
の
毎
週
土

　
曜
日
（
全
１６
回
）�

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
専
門
学
校
（
松
尾
明
）�

▼
受
講
料
　
１
万
６
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
定
員
　
２０
人
�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
１９
日
f
�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課
�

　
内
線
５
３
８
２
�

第
６
回�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア�

上
郷
考
古
博
物
館�

秋
季
展
示
講
座
・
解
説
会�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室�

　
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
雰

囲
気
作
り
を
す
る
た
め
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２０
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
�

▼
参
加
費
　
１
０
０
円
�

▼
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
�

▼
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
を
明
記
）�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
１７
日
d
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
２
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
３
）
３
１
８
３
�

　
１１
月
２３
日
c
ま
で
開
催
の
秋

季
展
示
「
伊
那
谷
の
土
偶
」
に

あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。�

▼
秋
季
展
示
特
別
講
座
　
�

○
第
１
回
�

　「
飯
田
・
下
伊
那
の
土
偶
」�

・
日
時
　
１１
月
１３
日
g
�

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
�

・
講
師
　
当
館
学
芸
員
�

○
第
２
回
　「
長
野
県
の
土
偶
・

　
伊
那
谷
の
土
偶
」�

・
日
時
　
１１
月
２０
日
g
�

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
�

・
講
師
　
小
林
康
男
氏
（
塩
尻

　
市
立
平
出
博
物
館
館
長
）　
�

▼
展
示
解
説
会
�

○
日
時
　
１１
月
２３
日
c
�

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
と
午
後

　
２
時
か
ら
の
１
日
２
回
　
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

　
賃
金
や
残
業
手
当
が
支
払
わ

れ
な
い
、
解
雇
さ
れ
た
な
ど
の

労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

▼
巡
回
労
働
相
談
�

○
日
時
　
１１
月
２３
日
c
�

　
午
前
９
時
〜
正
午
�

○
場
所
�

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
夜
間
労
働
相
談
�

○
日
時
　
１１
月
２５
日
e
�

　
午
後
５
時
３０
分
〜
７
時
３０
分
�

○
場
所
　
南
信
労
政
事
務
所
飯

　
田
分
室
（
県
合
同
庁
舎
５
階
）�

▼
問
合
せ
�

　
南
信
労
政
事
務
所
飯
田
分
室
�

　
1（
５
３
）
０
４
３
５
�

無
料
労
働
相
談�

■問合せ �
動物園�
22-0416

動物園の�
休園日�

11月 4日E◆ 8日B�
◆15日B◆22日B�
◆24日D◆29日B
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三
市
合
同
企
画
第
三
十
四
回�

　
税
理
士
会
飯
田
支
部
で
は
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
あ
わ

せ
、
無
料
税
務
相
談
会
を
行
い

ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
１１
日
e
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
�

　
税
理
士
会
会
員
各
事
務
所
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
税
理
士
会
事
務
所
�

　
1（
５
２
）
３
０
９
０
�

無
料
税
務
相
談
会�

　
司
法
書
士
会
飯
田
支
部
お
よ

び
土
地
家
屋
調
査
士
会
飯
田
支

部
で
は
、
無
料
登
記
法
律
相
談

を
行
い
ま
す
。�

　
相
続
、
売
買
、
金
銭
の
貸
借
や
、

土
地
の
境
界
、
建
物
の
登
記
に

関
す
る
法
律
相
談
な
ど
、
お
困

り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２０
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
３
時
�

▼
場
所
�

　
り
ん
ご
庁
舎
�

▼
問
合
せ
�

　
司
法
書
士
会
飯
田
支
部
�

　
1（
５
３
）
３
０
６
８
�

無
料
登
記
法
律
相
談�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

消費者相談�

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

農業に関する
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

税 務 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月９日（火）�
１３:００～１６:００�

１１月９日（火）�
１３:３０～１６:００�

１１月１４日（日）�
１１月２１日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月１６日（火）�
１３：３０～１６：３０�

１１月１９日（金）�
１０：００～１５：００�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週木曜日�
９：００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

１１月１２日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

専 用 電 話 �

市 役 所 本 庁 �

市役所本庁３階�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

男女共同参画課
内線５３５２�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎２階�
相 談 室 �

保　健　課�
内線５５１５�
（予約制）�

家庭児童相談室
内線５３４４�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

税務課�
内線５１４１�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

農業振興センター�
（農政課内）内線３５２９�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め
の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

1５２-０６３３�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください�各種相談所（50音順）�

三
市
合
同
企
画
第
三
十
五
回�

■問合せ　浜松こども館  1053-450-9111 http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kodomokan/

浜
松
市�

　「
浜
松
こ
ど
も
館
」
は
、
平
成

13
年
、
浜
松
市
の
中
心
街
に
あ

る
ザ
ザ
シ
テ
ィ
浜
松
中
央
館
の

6
・
7
階
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、
街
な
か
に
あ
る
親
子
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。�

　
館
内
で
は
大
き
な
ネ
ッ
ト
と

ボ
ー
ル
で
ふ
わ
ふ
わ
の
宇
宙
空

間
を
体
験
す
る
「
コ
ス
モ
タ
ワ

ー
」、
仕
掛
け
の
あ
る
円
形
の
「
空

中
ト
ン
ネ
ル
」、「
こ
ど
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

遊
具
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」、「
お
や
つ
工
房
」
で
は
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
や
料
理
・
お
菓

子
づ
く
り
が
体
験
で
き
、
子
ど

も
た
ち
に
自
ら
の
手
で
も
の
を

作
る
機
会
を
提
供
し
、
創
造
性

や
自
己
表
現
力
を
養
っ
て
い
ま

す
。�

　
乳
幼
児
も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
「
乳
幼
児
広
場
」
や
、

子
育
て
関
連
情
報
の
提
供
、
子

育
て
相
談
、
必�

要
に
応
じ
た
託

児（
1
時
間
6
0
�

0
円
）
を
行
っ

て
い
る
「
託
児
室
」

も
あ
り
、
親
の

た
め
の
子
育
て

支
援
体
制
も
整

っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
民
参
加
型
施
設
を

目
指
し
て
い
る
こ
の
館
で
は
、

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
数
多
く
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
に
ぎ
わ
う
「
浜
松
こ
ど

も
館
」
で
、
そ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。�

▼
入
館
料
金
　
大
人
2
0
0
円
、

小
・
中
・
高
校
生
1
0
0
円
、

就
学
前
児
童 

無
料�

▼
交
通
　
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
か
ら
徒

歩
5
分�

乳幼児広場�

コスモタワー�

広報�
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飯田市の人口（10/1現在）■人口＝105,870人（前月比－35）男50,699人／女55,171人  ■世帯＝35,864戸（前月比＋6）�

［広報いいだ］2004.11.1 ��

京都の日本画�
－京都画壇の俊英たち－�

　明治13年にいちはやく京都府画学校が設立された
京都画壇では、伝統に培われた優れた写実力と情感
を下地に、西洋画の技法を加えながら、近代的な日
本美の創造へと歩みを進めました。�
　いくつかの改革を経ながらも、着実に展開したその
作風は、京風文化を好んだ当地方で、特に親しまれ
ました。�
　今回の展覧会では、京都府画学校の歴
史を受け継ぐ京都市立芸術大学芸術資料館
の所蔵作品により、明治から現代に至る京都
画壇の作家たちをご紹介いたします。�

飯田市指定文化財（史跡）�

水城の水佐代獅子塚古墳�
松尾水城３４５７他９筆�
全長約５４mの前方後円墳です。松尾にある古墳の中でも大
型であり、主要な首長墓の一つと考えられます。また、まわりに
はかつて３基の円墳があり、一帯がこの首長墓を中心とする
墓地であったことが分かります。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 11月15日・22日・24日・29日、12月6日・13日�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�11月13日G～12月19日A

17年2月12日G

霜月 人情 噺の宴�
「新日本フィルハーモニー交響楽団」�

飯田演奏会�
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　竹田人形館では、明治期に活躍した人物を喜之助人形としてよ

みがえらせた「明治はるあき人形展」を開催しています。人情噺

に多くの功績を残した「三遊亭圓朝」の人形も展示されています。�

　今回、この人形展に合わせ、立川談四楼を迎え、圓朝の描いた

下町情緒たっぶりの落語をお楽しみいただきます。�

演　目　　第１回「文七元結」、第2回「芝浜」�

定　員　　各回60人�

チケット　●各回　2,000円、1・2回通し券：3,800円（予約制）�

予約・問合せ　飯田文化会館、竹田人形館 1（23）4222

　新日本フィルハーモニー交響楽団は、1972年に指揮者・小

澤征爾のもと楽団員による自主運営のオーケストラとして結成

され、以来優れた企画と充実した演奏で好評を得ています。�

出　　演　指揮：広上淳一、ピアノ：小山実稚恵�

演奏曲目　Ｊ．シュトラウス／喜歌劇「こうもり」序曲�

　　　　　ショパン／ピアノ協奏曲　第1番�

　　　　　ベートーヴェン／交響曲  第6番 ヘ長調「田園」作品68�

チケット　１１月中旬発売予定�
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●竹田扇之助記念国際糸操り人形館�
11月13日G �

飯田文化会館ホール�

竹田人形館  明治抒情詩（明治はるあき）人形展  特別企画�

（しもつき にんじょう はなしのうたげ）�

第1回15：30～ 第2回18：30～�
開演19：00
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